· シニアとの交流会演出について

１、開会に先立ち、現在までの活動報告「過去の周年単位での事業の移り変わり、全国大会等の事業風景をスクリーンにて紹介、現在までの一連の流れをビジュアルで披露」
　　

２、理事長挨拶の後、ＰＲピンバッチをメンバーの手から直接先輩諸兄へお渡し、触れ伝える（「頑張ります！！ので宜しくお願いします」等の一言を添えて）

３、会中程、ＡＳＰＡＣ山形大会誘致ビデオご披露（夢を現実にする特別委員会　さん）

４、会終了前、誘致に関わる常任理事等ステージ登壇、バナーを広げ、他メンバーは会場の大外を囲みエール。そのまま、若い我等の合唱

ビジュアルで始まり、直接触れ・伝え、最後は現役とシニアとの一体感を出し現役が頑張る姿を先輩へお伝えします。

（1） 活動報告は東北地区回り国内ＢＩＤを取得し、本年のソニー氏来形の流れの写真をスクリーンにて上映予定

（2） ピンバッチはステージ上にて理事長よりシニアクラブ会長へ、各テーブルのメンバーは同席しているシニアのメンバーへ付けてください。テーブルには現役、シニアで１：１を基本として配置計画をいたします。

· シニアとの交流会　ブース展示（案）

※過去事業に学ぶ資料の掲示

1、 過去事業の写真の掲示（全国大会、国際ｱｶﾃﾞﾐｰ等）

2、 歴代の主たる事業の紹介展示（LOM外褒賞の資料等）

（会の中に担当委員長からのインタビューを頂戴します）

3、 歴代花火大会の資料の提示

（花火大会Tシャツ、過去のタブロイド、ポスター等）

※歴代花火大会の特別委員長、本部長で出席された先輩を読み上げ紹介させていただき、その中でも代表的な先輩よりインタビューを頂戴します）

· 現役の今の活動の掲示

１、東日本大震災、復興活動の報告（写真の展示）

２、本年度事業の資料の掲示

· 夢を現実にする特別委員会、ASPAC誘致活動記録の展示

· 花火大会特別委員会、本年度花火大会の資料等の展示

· シニアとの交流会　過去事業インタビュー方式
1、 担当委員会メンバーの先輩諸兄をご紹介。

2、 担当委員長より当時のトピックス等のスピーチを頂戴（３分程度）

先輩のスピーチを受け、本年の委員会、委員長より現在の状況等を報告依頼で先輩へ返す。

例）会員拡大委員会

司　会：では今年の会員拡大委員会はどうでしょうか？酒井委員長～

委員長：本年の会員拡大は○○名です。これかも頑張りますので、適齢な方、ご子息等是非ご紹介ください！！

